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研究成果の概要（和文）： 幼児はどのように動詞と時制等の一致の表現を獲得するのか。ドイツ語、オランダ語、フ
ランス語などを母語とする幼児が主節不定詞現象を示すことはよく知られている。本プロジェクトでは、縦断的研究と
コーパス分析に基づき、日本語を獲得する幼児においても、２歳前に、主節不定詞現象に見られる時制・補文標識に関
する特徴を欠いた段階が存在することを提案する。
　さらに本研究では、主節不定詞現象は言語を超えて共通するが、主節内の動詞の形態は、世界を三分化することを提
案する。不定詞、語幹の裸動詞、そして、代理の活用形がデフォルトとしてつけられる場合の三種類の幼児の動詞が、
大人の形態的特徴を反映してあれわれることを示す。

研究成果の概要（英文）： How do the very young childrren acquire the verbal system? It has been argued tha
t children go through the Root Infinitive (analogue) stage where tense is missing and no T- and C-related 
items appear in the natural production. We argue based on the longitudinal studies and corpus analysis tha
t Japanese-speaking children, just like children learning other languages, go through the stage where tens
e is missing, and the stage can be well explained by the Truncation Hypothesis proposed by Rizzi (1993/199
4). 
 We further argue that there are three types of Root Infinitive (anaoogues) in the child languages: Root I
nfinitives (Dutch, French, German, among others), Bare Verbs (English, Swahili, Japanese onomatopoeia amon
g others) and Surrogate Infinitives (Japanese, Korean, Turkish, Kuwaiti Arabic, among others).The cross-li
nguistic analysis of the Root Infinitive (anaogues) phenomenon provides us a piece of strong evidence for 
the universality and the possible variations in child language. 
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１．研究開始当初の背景 

 

生成文法理論では、母語獲得は、生後取り

込まれる言語経験と、ヒトに遺伝により生得

的に与えられた言語獲得機構との相互作用

により達成されると仮定されている。この言

語獲得機構は、（i）全ての言語が満たす普遍

的制約と、(ii)可能な言語間変異を定める制約

からなると考えられているが、これらの制約

の存在に関する母語獲得からの検討は、これ

まで主に欧米の言語を対象とした研究が中

心となって行われている。   

幼児の「誤り」を理論的に説明する分析と

して、幼児の「誤り」とは、母語以外の言語

の文法（パラメター値）を仮定している段階

であるとする仮説がある (Hyams 1986, 

Murasugi 1991, Sugisaki 2003, Roeper 2006 等）。

幼児は、言語獲得の中間段階で、他言語にお

いて可能な大人の文法の枠内で、パラメター

値を仮定するという仮説が、空主語現象や数

量詞解釈、関係節構造、wh 移動の獲得等に関

する実証的研究を基に展開されている。  

幼児の「誤用」のひとつに、2 歳前後の動

詞の形式がある。ヨーロッパ言語を中心とし

た獲得研究において、時制や一致を欠いた動

詞形式が言語獲得初期に観察されることが

1980 年代後半から広くヨーロッパの諸言語

について示されてきた。これは、 “Root 

Infinitive 現象” (RI：主節不定詞現象)と称され

るが、それがどのような獲得段階を示すのか、

不定詞を持たない言語においてどのように

観察されるのかについては解明されていな

い点が多い。特に主語脱落を許す日本語、イ

タリア語を母語とする幼児は主節不定詞現

象を示さないとする仮説が提唱されてきて

おり、その理由も明確に示されていない。 

本プロジェクトは、ヨーロッパの諸言語や

英語を中心として展開されてきた主節不定

詞現象が、いわゆる不定詞形をもたない言語

にも在るのか否か、そしてそれはなぜかを問

い、実証的理論的に研究するものである。 

２．研究の目的 

 

本プロジェクトは、主節不定詞現象につい

て二つの側面から研究することを目的とす

る。 

ひとつは、動詞の形態として、いわゆる不

定詞形式が明確ではない言語においては、主

節不定詞現象はどのようにあらわれるのか、

その形態的特徴は、どのような特徴によって

引き起こされ、世界の言語をどのように分け

うるのかという記述的な側面に関して研究

を深めることである。 

いまひとつは、いったい主節不定詞現象と

は、幼児の文法獲得の中間段階のどのような

特徴を示し、その特徴は生成文法理論に対し

てどのような示唆を与えるのかという言語

理論に関するものである。もし、記述的研究

によって、主節不定詞現象がすべての幼児の

言語獲得途上に観察されるものであると示

されたならば、それはどのような形態であら

われ、それがどのような理由によるものであ

るのか、さらには、主節不定詞現象が人間言

語のいかなる特徴を示すものなのか。 

本研究プロジェクトは、上記の二点につい

て、新たな反証可能性の高い仮説を提案する

ことを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 

ヨーロッパや英語を中心とした主節不定

詞現象に関する論文を精査したうえで、主に

日本語と母語とする幼児を対象とした独自

の縦断的記述的研究とコーパス分を行い、主

節不定詞現象の特徴が、それらの記述におい

て存在するものか否かを調査する。 

そこで得られた記述について一般化し、生

成文法理論の枠組みで、対照言語学的視点か

ら日本語を母語とする幼児の獲得過程を理

論的に分析する。主節不定詞現象にみられる

普遍的特性と言語間変異の可能な範囲を定

める特性の存在について検討する。 



 

４．研究成果 

 

本研究プロジェクトの成果は、以下の三点

にまとめられる。 

第一点は、いわゆる動詞の不定詞形のない

言語においても主節不定詞現象がみられる

という実証的結論を得たことである。1 歳後

半から 2 歳ごろにかけて、日本語を母語とす

る幼児は、「あいた」（「開けて」の意味）と

いうように「た」形か、オノマトペ「シー」

（「おしっこしたい」の意味）か、あるいは

その組み合わせ「シーた」（「おしっこしたい」

の意味）のいずれかを用いることが縦断的観

察とコーパス分析の両方から得られている。

その統語的特徴は、ヨーロッパ言語や英語の

主節不定詞現象と共通している。その特徴と

は、たとえば、イベント動詞を中心に観察さ

れ「た」が典型的にあらわす非現在の意味の

みではなく要求や命令の意味用いられ、時制

や補文標識に関連した要素はあらわれない。 

第二点は、言語獲得に関する類型論的示唆

を与えたことである。 

先行研究を精査した結果、日本語のように

一見時制を担うように見える接尾語が語幹

に付けられ不定詞として用いられる現象は、

韓国語、トルコ語、アラビア語などに共通し

て観察されると再分析された。 

更にこの再分析に基づき、主節不定詞現象

に関して対照言語学的分析を施した結果、世

界の言語は三分割された:(i)語幹の独立でき

る屈折や活用を欠いた裸動詞（英語、スワヒ

リ語、日本語のオノマトペなど）、(ii)不定詞

(フランス語、ドイツ語、オランダ語など)、

(iii) 語幹がそれ自体独立できない言語では

デフォルトの接尾語が代理形として用いら

れる代理不定詞（日本語や韓国語、アラビア

語など）。本研究は、主節不定詞現象には、

言語の変異性として三つの異なる形態が存

在し、どのタイプを幼児が産出するかは、そ

の言語の動詞の形態的特徴に依ることを示

している。この研究成果は、わずか 1 歳から

2 歳の幼児が、母語の形態的特徴を選択する

能力を持つことを示している。 

第三点は、主節不定詞とはなぜおきるのか

についての分析を深めた点である。 

上記の第一点と第二点をふまえ、本研究で

は、幼児の主節不定現象について言語間にあ

る相同と相違を精査した結果、 (i)1 歳から 2

歳はじめに観察される RI 現象は、Rizzi(1993)

の Truncation Hypothesis（切り取り仮説）で示

されるように時制句のない段階であり、(ii)

その段階にある幼児言語の動詞の形態は、世

界の言語のタイプを三分化する(英語・スワヒ

リ語タイプ、日本語・トルコ語タイプ、ドイ

ツ語・フランス語タイプ)。その動詞の形式の

相違は動詞形態論(語幹の独立性)に関連する

パラメターにあり、(iii) 2 歳以降のその現象

は、時制句は在るが、Ken Wexler 氏などによ

る ATOM（Agreement and Tense Omission 

Model）仮説が提唱するようにＴの素性が未

指定な段階で、この段階には、主格であらわ

れるべき『主語』に属格や与格が（随意的に)

あらわれるという分析を提案した。 

さらに、本研究は統語構造がいかに獲得さ

れるのかという問いに対して、構造が必ずし

も小さい単位（名詞、動詞など）から文など

の大きな単位へと発達するわけではない可

能性を示唆した。この提案の根拠は新たな記

述的研究によるものである。幼児言語におい

て時制句の切り取られている主節不定詞と

同時期に、統語構造上、時制句よりも上部に

あるはずの、談話との接点にある Speech Act 

Phrase の（終助詞）要素（「ね」「な」、「よ」

等）が、中国語と日本語の両言語に共通して、

早期に大人と同じ用法であらわれるとする

成果を、本研究は得ている。それは統語構造

の獲得が、必ずしも下から上へと構築される

ものではなく、ジグゾーパズルにおける戦略

のように、最上位の先端から下へと構築され

る可能性があることを示唆するものである。 
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